
東洋における雲の文様の史的変遷の解析

中国（唐）の影響の方があったようである．A6におい

ては天的なものと自然を見ようとするものが混在してい

たと思われるが，A7，8にいたって自然を見ようとす

る気風が現れてきた．

　（5）日本にあっては，中国（唐など）の影響を受けて

これを日本化していくプロセスが自然を見る目にも強く

伺える（A10）．しかも時代を経るにしたがって，これ

は次第に世俗化・平民化してゆき（A11→A12），その

うちに種々の因子を持つ意識をそれぞれ独自に働かせ，

自然についてはリアリズムが現れてきた気風が見られる

（A13）．

　この論文を作成するに当たっては，大妻女子大の大沢

清二教授から貴重なコメントと文献を教えていただい

た．また，同大学の千羽喜代子教授にもこの論文作成上

いろいろお世話になって感謝に耐えない．ここに厚く御

礼申し上げたい．
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…新用語解説（34）一
r収束雲帯（帯状収束雲）」

の一部訂正　　　　　　　　＿＿」

　天気38巻11号の表記の解説で取り扱った用語r収束雲

帯」に対する小倉氏のコメント（会員の広場）に基づき

この解説の一部を以下の通り加筆訂正します．

　（1）本文12～15行目『なお収束帯の呼び名は……が適

当であろう』の後に続けて，『また，雲帯又は帯状雲の

呼び方についても，収束という，多くの雲に共通する性

質を表わす形容語を付ける意味がなく，従って表記の用

語は適当ではないから，今後は用いないようにして，代

わりに例えば日本海（寒帯気団）収束帯（の）帯状雲又

は同じく雲帯という呼び方をするのがよいと考える．』

を加える．

　（2）本文20行目r収束雲帯』をr日本海収束帯の帯状

雲（雲帯）』に替える．

　　　　　　　　　　　　（気象研究所　永田　雅）
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